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あらためまして、みなさん、こんばんは。 

 

お寒いなか、お仕事でお疲れのところ、そして、今般の新型コロナ「第６波」の中、 

ご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。 

 

１２月末から始まった「第６波」は、感染力の強いオミクロン株への置き換わりが進み、 

本県におきましても、新規感染者数が連日３ケタを記録し、とどまるところを知りません。 

いつ、どこで、だれの身に感染が生じてもおかしくない様相を呈しております。 

 

今や当たり前になった「不織布マスクの着用」「手洗い・手指消毒」「ゼロ密」「換気」等の

徹底によって、お互いの感染リスクを軽減していきましょう。 

 

さて、皆様もすでにご承知のとおり、 

この「学校評価」は、平成１９年に「学校教育法」及び「同法施行規則」の改正によって、 

「自己評価」の実施・公表が義務化され、 

そして、「学校関係者評価」の実施・公表が努力義務化となり、 

東根市の「学校管理規則」にも、その旨が規定されるとともに、 

設置者たる「東根市教育委員会への報告」が規定されたことに基づいて 

実施致しております。 

 

この学校評価の目的のとおり、 

学校運営の改善、関係者への適切な説明責任、学校の条件整備の充実等のため、 

有効に活かしてまいりたい所存でありますので、 

皆様の忌憚のないご意見やご感想等をお聞かせいただければ、幸いであります。 

 

ついては、本日は感染防止対策を徹底しできるだけ短時間で簡潔に実施すべく、 

事前に皆様のお手元に評価結果の資料をお届けした次第であります。 

 

後ほど、本校教頭より要点を絞ってご説明致しますので、 

ご審議の程、何卒よろしくご理解とご協力をお願い致します。 


